
２０
周
年
を
記
念
し
、
核
兵
器
廃
絶

と
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
た
港
区
の

新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
「
平

和
の
灯
」
を
区
立
芝
公
園
に
設
置
し

ま
す
。
設
置
を
記
念
し
て
８
月
１５
日

（
月
）
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
、
区
立

芝
公
園
で
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

港港
区区
平平
和和
都都
市市
宣宣
言言

かか
けけ
がが
ええ
のの
なな
いい
美美
しし
いい
地地
球球
をを
守守
りり
、、
世世
界界
のの
恒恒
久久
平平
和和
をを
願願
うう
人人

びび
とと
のの
心心
はは
一一
つつ
でで
ああ
りり
、、
いい
つつ
まま
でで
もも
変変
わわ
るる
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。

私私
たた
ちち
もも
真真
のの
平平
和和
をを
望望
みみ
なな
がが
らら
、、
文文
化化
やや
伝伝
統統
をを
守守
りり
、、
生生
きき
がが

いい
にに
満満
ちち
たた
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
努努
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
ふふ
れれ
ああ
いい
のの
ああ
るる
郷郷
土土
、、
美美
しし
いい
大大
地地
をを
ここ
れれ
かか
らら
生生
まま
れれ
育育
つつ

ここ
どど
もも
たた
ちち
にに
伝伝
ええ
るる
ここ
とと
はは
私私
たた
ちち
のの
務務
めめ
でで
すす
。。

私私
たた
ちち
はは
、、
我我
がが
国国
がが
『『
非非
核核
三三
原原
則則
』』
をを
堅堅
持持
すす
るる
ここ
とと
をを
求求
めめ
るる

とと
とと
もも
にに
、、
ここ
ここ
にに
広広
くく
核核
兵兵
器器
のの
廃廃
絶絶
をを
訴訴
ええ
、、
心心
かか
らら
平平
和和
のの
願願
いい

をを
ここ
めめ
てて
港港
区区
がが
平平
和和
都都
市市
でで
ああ
るる
ここ
とと
をを
宣宣
言言
しし
まま
すす
。。

昭昭
和和
六六
十十
年年
八八
月月
十十
五五
日日

港港

区区

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
ょ
う

世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念

し
て
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

・
広
島
原
爆
投
下

８
月
６
日
（
土
）
午
前
８
時
１５
分

・
長
崎
原
爆
投
下

８
月
９
日
（
火
）
午
前
１１
時
２
分

・
戦
没
者
追
悼

８
月
１５
日
（
月
）
正
午

「
ミ
ニ
平
和
展
セ
ッ
ト
」を

貸
し
出
し
ま
す

「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
啓
発
セ
ッ
ト
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
衣
・
食
・

住
」
の
３
種
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
書
籍

・
ビ
デ
オ
・
物
品
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
す
る

人
は
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成17年7月1日現在
人口 173,825人

（前月比405人増）
（男80,873人 女92,952人）
出生等 133人 死亡等107人
転入 1,614人 転出1,235人
世帯数 97,697世帯

（前月比297世帯増）
外国人登録人口 18,734人

（前月比65人減）
（男9,970人 女8,764人）

港区の人口
外国人登録人口

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
た
め
の
パ
ネ
ル
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
展
示
す
る
平
和
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
区
内
７
会

場
で
３
週
間
に
渡
っ
て
開
催
し
、
各
会
場
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実

施
し
ま
す
。
４
会
場
以
上
訪
問
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
１４
日（
日
）午
後
５
時
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
朗
読
文
化
協
会
と
共
催
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
く
朗
読
会
「
声
に
だ
す
祈
り

戦
争
〜
６０
年
と
い
ふ
歳
月
を
こ
え

て
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

平和を考えるコーナー

ところ 各区立図書館

○みなと ８月１７日（水）まで

○三 田 ９月１４日（水）まで

○麻 布 ８月２日（火）～３１日（水）

※赤坂・高輪・港南図書館では、常

設しています。

戦
争
や
戦
災
の
貴
重
な
体
験
を
語

り
継
ぐ
港
区
戦
争
・
戦
災
体
験
集

「
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
」
を
総

務
課
（
区
役
所
４
階
）
お
よ
び
各
支

所
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

現
在
、
新
た
な
体
験
集
の
作
成
に
向

け
て
、
戦
争
の
貴
重
な
体
験
を
お
話

し
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
代
へ
の
語
り
継
ぎ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
港
区
平
和
都
市
宣
言
２０
周
年
〜

８
月
１
日
（
月
）
〜
１９
日
（
金
）

平
和
展

問い合わせ
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�
内
線
２
０
２
６

港
区
が
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
と
と
も
に
心
か
ら
平
和
を
願
い
「
港
区

平
和
都
市
宣
言
」
を
し
て
か
ら
、
今
年
で
２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ
て
平
和
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
夏
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
平

和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ひ

平
和
の
灯
を
設
置
し
ま
す

と

き

と

こ

ろ

主

な

内

容

午
前
８
時
４５
分
〜
午
後

５
時（
土
・
日
曜
休
み
）

港
区
役
所
１
階

ロ
ビ
ー

東
京
大
空
襲
と
原
爆
投
下
〜
被
弾
と
被
爆
〜

・
戦
災
焼
失
区
域
地
図（
東
京
都
全
域
）
・
被
弾
現
物
資
料

・
被
爆
現

物
資
料

・
被
弾
パ
ネ
ル

・
原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ

ー
ナ
ー

・
映
写
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ（
２
・
４
・
９
・
１１
・

１６
・
１８
日
、午
後
０
時
１０
分
〜
４０
分
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、映
画
会
等
）

午
前
８
時
４５
分
〜
午
後

９
時
３０
分
（
月
曜
は
午

後
５
時
ま
で
）

麻
布
支
所
１
階

ロ
ビ
ー

ほ
か

文
学
者
が
見
た
戦
争

・
文
学
者
の
日
記
等
写
真
パ
ネ
ル

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー

・
映
写
体
験
コ
ー
ナ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

３０
分
（
月
曜
休
み
）

赤
坂
区
民
セ
ン

タ
ー

焼
野
原
か
ら
の
復
興
〜
繁
栄
へ
の
道
の
り
〜

・
東
京
大
空
襲
写
真
パ
ネ
ル

・
絵
画
パ
ネ
ル（
恩
田
孝

徳
氏
制
作
）
・
あ
の
日
、あ
の
時
〜
赤
坂
・
青
山
地
区
〜

・
体
験
展
示
コ
ー
ナ
ー（
生
活
用
品
・
音
）
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
コ
ー
ナ
ー

・
映
写
体
験
コ
ー
ナ
ー

高
輪
区
民
セ
ン

タ
ー

平
和
を
創
り
、守
る
た
め
に
〜
草
の
根
か
ら
の
平
和
活
動
〜

・
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー

・
原
爆
と
人
間

・
地

雷
撤
去
活
動
写
真
パ
ネ
ル

・
地
雷
回
避
教
育
パ
ネ
ル

・
地
雷
模
型
展
示

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

・
映
写

体
験
コ
ー
ナ
ー

台
場
区
民
セ
ン

タ
ー

子
ど
も
と
戦
争
〜
学
童
疎
開
と
戦
災
孤
児

・
学
童
疎
開
・
戦
災
孤
児
関
連
写
真
パ
ネ
ル

・
戦
中
・
戦

後
の
子
ど
も
の
遊
び
と
学
び
写
真
パ
ネ
ル

・
メ
ッ
セ

ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
第
１
・
３
月
曜
休
み
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
棟

入
口

ロ
ビ
ー

世
界
の
恒
久
平
和
を
求
め
て
〜
子
ど
も
た
ち
に
贈
る

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

・
難
民
パ
ネ
ル

・
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
パ
ネ
ル

・
メ
ッ

セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
毎
週
日
曜
、
第
３
木

曜
休
み
）

郷
土
資
料
館

戦
争
の
時
代
と
港
区

港
区
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
昭
和
２０（
１
９
４
５
）年

３
月
と
５
月
の
空
襲
を
中
心
に
、昭
和
１６（
１
９
４
１
）

年
〜
２０（
１
９
４
５
）年
の
人
々
の
生
活
状
況
を
展
示

○午後２時から上映
○当日直接、各図書館へおいでください。

内 容

歴史を変えた報道写真家の傑作はいかにして撮られたか。孤高のフォト・ジャーナリスト、
ジェームズ・ナクトウェイは最も勇敢で最高の戦争写真家である。どんな状況下でシャッタ
ーを切ったのか。この世の地獄をみてきた男の胸に去来するものは？ 全ての答えはこの映
画の中にあります。

太平洋戦争で国内唯一の戦場となった沖縄を舞台に、勤労奉仕で最前線へと駆り出された女
学生たちを描いた作品です。

昭和２０年３月１０日夜、米軍のＢ２９が東京を炎でなめつくしました。
昌男の家では、お母さんが妹２人を連れて外へ飛び出しますが、すでにあたりは火の海。軒
下に住みついていたのら猫の家族も、母猫「稲妻」を先頭に必死の避難を始めますが……

第二次大戦中、アメリカ軍将軍が「鷲の城」とよばれるドイツ軍最強の要塞に捕らえられま
した。イギリス・アメリカの７人の兵士たちが、彼を助けに向かいます。

あなたはご存じでしたか。いったい何があったのですか。５０年前も、今も、海は蒼く、深く
… 沈黙を守っています。

１９歳の兵士、アリョーシャの６日間の休暇は、戦友からの頼まれ事、人助け等でなくなって
しまいます。帰らぬ息子の姿をもとめてたたずむ母親。ここには人間の視点でとらえた戦争
の姿があります。

まぶしいばかりの草原、小さな胸を満たす幸せが頬にこぼれています。
少年は蝶になって空を飛びました。「お母さん、かっこうが鳴いていたよ」―少年は夢から
さめました。ここは戦場なのです。両親のあだを討つためにドイツ軍と戦い絞首刑になった
イワンは国家にとっては英雄ですが…。

日本海軍の潜水艦を自分の仲間だと思い込んで恋をしてしまった一頭のクジラが、その恋人
を守るためにくりひろげる美しくも悲しいラブ・ストーリー。
そのほか〈凧になったお母さん〉・〈年老いた雌狼と女の子の話〉

※８月７日（日）みなと図書館および１４日（日）三田図書館では、映画上映前に朗読会を開催します。
「むらさき花だいこん」 朗読者：清水良英さん（俳優座女優） 文：大門高子さん

港区平和都市宣言２０周年記念 平和映画のつどい
タ イ ト ル

戦場のフォトグラファー

ひめゆりの塔

猫は生きている

荒鷲の要塞

エイジアン・ブルー 浮島丸
サコン

誓いの休暇

僕の村は戦場だった

戦争童話集１ 忘れてはいけ
ない物語〈小さい潜水艦に恋
をしたでかすぎるクジラの
話〉ほか２編

と こ ろ

赤坂図書館
�３４０８‐５０９０

みなと図書館
�３４３７‐６６２１

高輪図書館
�５４２１‐７６１７

港南図書館
�３４５８‐１０８５
麻布図書館
�３５８５‐９２２５

三田図書館
�３４５２‐４９５１

高輪図書館
�５４２１‐７６１７

赤坂図書館
�３４０８‐５０９０

と き

８／６（土）

８／７（日）

８／１３（土）

８／１４（日）

８／２０（土）

平成16年 
（2004年） 

FAX 3578-2238（広報・報道担当） 
http://www.city.minato.tokyo.jp

3578-2111（代） 
平成17年 
（2005年） 
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�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

と

き

と

こ

ろ

８
／
１９（
金
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

障
害
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

８
／
２０（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

と

き

と

こ

ろ

８
／
９（
火
）

１回目 午後３時３０分～５時
２回目 午後７時～８時３０分

高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー

８
／
１１（
木
）

新
橋
福
祉
会
館

８
／
１６（
火
）

麻
布
区
民
セ
ン
タ
ー

８
／
１８（
木
）

港
南
健
康
福
祉
館

８
／
２３（
火
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

８
／
２５（
木
）

青
山
福
祉
会
館

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

知
的
障
害
者
施
設
に
つ
い
て

●
知
的
障
害
者
更
生
施
設
●

施
設
に
入
所
ま
た
は
通
所
し
て
、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
指
導
・
訓
練
を
受
け
ま
す
。

入
所
定
員

４０
人

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

４
人

通
所
定
員

４０
人

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
●

施
設
に
通
い
、
機
能
訓
練
や
創
作

的
活
動
、
入
浴
介
助
な
ど
を
受
け
ま

す
。

定
員

５
人

●
利
用
者
の
募
集
●

対
象

�
区
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の

知
的
障
害
者
�
港
区
が
援
護
を
実
施

し
、
港
区
外
の
知
的
障
害
者
施
設
に

入
所
、
通
所
中
の
人

募
集
人
員

入
所
４０
人
、
通
所
４０
人

選
考
方
法

聴
き
取
り
調
査
、
面
談

の
う
え
、
入
所
者
、
通
所
者
を
決
定

し
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

入
所
予
定

平
成
１８
年
５
月
以
降

（
予
定
）

申
し
込
み

申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
８
月
２２
日
（
月
）
〜
９
月

２１
日（
水
）に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
障
害
者
福
祉

課
（
区
役
所
２
階
）
ま
た
は
〒
１０５
‐

００１４
港
区
芝
１
‐
８
‐
２３

障
害
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

申
込
書
の
配
布

申
込
書
お
よ
び
施

設
概
要
は
障
害
者
福
祉
課
、
各
支
所

・
台
場
分
室
、
障
害
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
新
橋
六
丁
目
保
健
福
祉
施
設

開
設
準
備
室
（
新
橋
福
祉
会
館
内
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
み
な
と
障

害
者
ネ
ッ
ト
）

http://w
w
w
.city.m

inato.tokyo.jp
/shoufuku/index.htm

l

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
施
設
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

複
合
施
設
の
概
要

所
在
地

新
橋
６
‐
１９
‐
２

構
造
お
よ
び
階
数

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造

地
上
８
階
・
塔
屋
１

階
・
地
下
１
階
建

建
築
面
積

約
２
３
０
０
�

延
べ
面
積

約
１
７
８
５
０
�

現
在
、旧
桜
川
小
学
校
跡
地
に「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
・
「
介
護
老

人
保
健
施
設
」
・
「
知
的
障
害
者
更

生
施
設
」
の
複
合
施
設
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
施
設
の
整
備
・
運
営
は
、

社
会
福
祉
法
人
長
岡
福
祉
協
会
が
行

い
ま
す
。

高
齢
者
施
設
に
つ
い
て

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
●

常
時
介
護
が
必
要
で
、
家
庭
で
の

生
活
が
困
難
な
人
が
入
所
し
て
生
活

し
ま
す
。

入
所
定
員

１
０
０
人

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

２０
人

※
全
室
個
室

●
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
●

施
設
に
通
い
、
入
浴
・
食
事
な
ど

の
介
護
や
機
能
訓
練
を
受
け
ま
す
。

定
員

虚
弱
高
齢
者
３０
人
・
認
知
症

高
齢
者
１０
人

●
介
護
老
人
保
健
施
設
●

病
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
医
療
ケ
ア
と

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
入
所
ま
た

は
通
所
し
ま
す
。

入
所
定
員

１
０
０
人
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
あ
り
）

通
所
リ
ハ
ビ
リ

２０
人

高
齢
者
施
設
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
申
し
込

み
方
法
等
は
、
今
後
「
広
報
み
な

と
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
の
名
称
と
愛
称
を
募
集
し
ま
す

施
設
の
開
設
に
あ
た
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
施
設
と
な
る
よ
う
に
施
設

の
名
称
と
愛
称
を
区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

応
募
方
法

高
齢
者
支
援
課
・
障
害

者
福
祉
課
（
区
役
所
２
階
）
、
障
害

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
・
台

場
分
室
、
各
福
祉
会
館
・
港
南
健
康

福
祉
館
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し

て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
８
月
２０
日
（
土
・
必
着
）
ま
で

に
、
新
橋
六
丁
目
保
健
福
祉
施
設
開

設
準
備
室
へ
。

所
定
の
応
募
用
紙
に
限
ら
ず
、
Ａ

４
判
用
紙
で
応
募
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」・

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
・
「
知
的

障
害
者
更
生
施
設
」各
施
設
の
名
称
、

「
保
健
福
祉
施
設
全
体
」
を
総
称
し

た
愛
称
（
名
称
、
愛
称
の
う
ち
一
点

で
も
可
）
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
在
勤
・
在
学
者
は
、勤
務
先
・

学
校
名
を
書
い
て
応
募
く
だ
さ
い
。

新
橋
六
丁
目
保
健
福
祉
施
設
開
設
準

備
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
16.ocn.ne.jp/ �shin-6/

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

審
査
お
よ
び
公
表

審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
９
月
中

旬
に
決
定
し
、
「
広
報
み
な
と
」
な

ど
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。
採
用
者

に
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

※
名
称
お
よ
び
愛
称
の
著
作
権
は
長
岡
福
祉
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

募集要項の配布 ８月８日（月）に各
説明会場で配布します。８月９日（火）
以降は、各担当課の窓口で配布します。
申請受付 ８月９日（火）～１５日（月）
※閉庁日を除く

説明会を行います

と き 表のとおり
ところ 区役所９階大会議室
※説明会への参加は１事業者３人以内
でお願いします。

区
施
設
へ
の
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
配
備
に
つ
い
て

健
康
危
機
管
理
対
策
と
し
て
、
区

の
施
設
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
配
備
し
ま
し
た
。

区
役
所
を
は
じ
め
区
の
施
設
を
訪

れ
た
人
が
突
然
、
心
室
細
動
に
よ
り

心
停
止
に
陥
り
、
生
命
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

１
１
９
番
通
報
を
し
、
救
急
隊
員
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
人
工
呼
吸
と
併
せ
て
、
短
時

間
の
う
ち
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る
、
心
機
能
の
正

常
な
回
復
が
、
生
命
を
救
う
う
え
で

有
効
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
は
医
療
従
事
者
以
外

使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

１６
年
７
月
１
日
か
ら
は
、
一
般
の
人

も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
に
基
づ
き
、
区
の
施
設
６５
カ

所
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
配
備
を
行
い
、
救
命
効
果
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

配
備
場
所

区
役
所
、
支
所
、
福
祉
会
館
、
区

立
小
・
中
学
校
、
保
健
所
、
港
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
６５
カ
所

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

と
は心

臓
の
停
止
に
よ
る
突
然
死
の
多

く
は
、
心
臓
が
突
然
震
え
だ
し
、
ポ

ン
プ
機
能
が
失
わ
れ
る「
心
室
細
動
」

が
原
因
で
す
。
自
動
体
外
式
除
細
動

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）は
、
こ
の
震
え
を
電
気

シ
ョ
ッ
ク
で
取
り
除
き
、
心
臓
の
機

能
を
正
常
化
さ
せ
る
医
療
器
で
す
。

平成１５年６月に地方自治法が改正され、区は、公の施設の管理運営を、議会の議

決を経て指定される「指定管理者」に代行させることができるようになりました。

このたび、表の施設について、「指定管理者」の候補者を公募します。

問い合わせおよび名称・愛称募集の送付先
○
知
的
障
害
者
施
設
に
つ
い
て

障
害
者
福
祉
課
障
害
者
施
策
調

整
担
当

�
内
線
２
６
９
４

○
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
課
施
設
運
営
係

�
内
線
２
４
２
０
〜
２

○
施
設
の
名
称
・
愛
称
の
募
集

の
送
付
先

〒
１０５
‐
０００４
港
区
新
橋
６
‐
４
‐
２

新
橋
福
祉
会
館
内

新
橋
六
丁

目
保
健
福
祉
施
設
開
設
準
備
室

�
・
ＦＡＸ
３
４
３
３
‐
７
３
２
０

問い合わせ
生
活
衛
生
課
庶
務
係
（
生
活
衛

生
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
０
８
‐
６
１
４
６

公の施設の管理を行う
「指定管理者」を募集します

表

担当課・問い合わせ

高齢者支援課
施設運営係
�内線
2420・1

子育て推進課
施設計画担当
�内線
2435

応 募 の 資 格

1都3県（東京・神奈川・埼玉・
千葉）で特別養護老人ホームま
たは老人デイサービスセンター
の事業実績がある法人その他の
団体

1都3県（同上）で特別養護老
人ホームの事業実績がある社会
福祉法人

1都3県（同上）で特別養護老
人ホームおよび児童館の事業実
績等がある社会福祉法人

1都3県（同上）で児童館の事
業実績等がある法人その他の団
体

説明会日時

8月8日�
午後 2 時
～2時45
分

8月8日�
午後 3 時
～4 時

8月8日�午
後4時15分
～ 4時45分

対 象 施 設 名

南麻布高齢者在宅サービスセンター（南麻布1－5－26)

台場高齢者在宅サービスセンター（台場1－5－5)

北青山高齢者在宅サービスセンター（北青山1－6－1)

芝高齢者在宅サービスセンター（芝3－24－5)

特別養護老人ホーム 白金の森（白金台5－20－5)

高齢者在宅サービスセンター 白金の森(白金台5－20－5)

特別養護老人ホーム 港南の郷（港南3－3－23)

高齢者在宅サービスセンター 港南の郷(港南3－3－23)

ケアハウス港南の郷（港南3－3－23)

特別養護老人ホーム サン・サン赤坂（赤坂6－6－14)

高齢者在宅サービスセンター サン・サン赤坂（赤坂6－6－14)

赤坂子ども中高生プラザ（赤坂6－6－14)

（仮称）港南子ども中高生プラザ（港南4－2－4）

平成17年（2005年）8月 港区平和都市宣言20周年

▲職員を対象に取り扱いの講習も開かれました。

平成17年（2005年）8月1日 2

◆「広報みなと」は新聞（朝日・読売・毎日・日本経済・産経・東京）折り込みです。区の施設や、郵便局（赤坂・一ツ木通・麻布・芝・芝公園・新橋・高輪）、公衆浴場、区内都営
地下鉄駅、新聞販売店などに置いてあるほか、希望する区民の皆さんに配達しています。また、「点字広報」、「声の広報」も発行していますので、ご利用ください。
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芝商業 
高校 

●＝指定喫煙コーナー 

問い合わせ
生
活
衛
生
課
食
品
営
業
指
導
係

（
生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

�
５
１
１
４
‐
３
０
０
５

み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
は
、
区
内

全
域
で
の
路
上
・
歩
行
喫
煙
、ポ
イ
捨

て
の
な
い
街
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

新
橋
駅
周
辺
、
品
川
駅
周
辺
、
六

本
木
交
差
点
周
辺
、
田
町
駅
周
辺
に

続
い
て
、
浜
松
町
駅
周
辺
を
重
点
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
し
ま
す
（
大
門
通

り
に
指
定
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
）。

集
中
的
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・

啓
発
活
動
・
早
朝
清
掃
活
動
や
、
指

導
員
を
配
置
し
て
巡
回
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

罰
則
を
持
っ
て
取
り
締
ま
る
手
法

を
と
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
、
区
民
・

企
業
等
・
区
の
連
携
、
マ
ナ
ー
・
モ

ラ
ル
の
向
上
に
よ
り
、
そ
の
目
的
を

果
た
し
ま
す
。

母
子
家
庭
の
母
親
の

講
座
受
講
や
修
業
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
事
業

母
子
家
庭
の
母
で
、
職
業
能
力
開

発
の
た
め
の
指
定
し
た
講
座
を
受
講

し
た
場
合
、
受
講
経
費
の
一
部
を
支

給
し
ま
す
。
講
座
を
受
講
す
る
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象

次
の
�
〜
�
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
母
子
家
庭
の
母

�
児
童
扶
養
手
当
の
給
付
を
受
け
て

い
る
人
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水

準
の
人

�
受
講
開
始
日
に
お
い
て
雇
用
保
険

法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受
給

資
格
を
有
し
て
い
な
い
人

�
当
該
教
育
訓
練
が
適
職
に
就
く
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
支
給
の
対
象
と
な
る
講
座

�
雇
用
保
険
制
度
の
指
定
教
育
訓
練

講
座

�
国
か
ら
指
定
さ
れ
た
就
業
に
結
び

つ
く
可
能
性
の
高
い
講
座

支
給
額

２０
万
円
を
上
限
に
、
本
人
が
支
払

っ
た
費
用
の
４０
％

母
子
家
庭
高
等
技
能

訓
練
促
進
費
事
業

２
年
以
上
、
養
成
機
関
で
、
保
育

士
な
ど
の
国
家
資
格
を
目
的
と
し
て

就
学
す
る
場
合
、
高
等
技
能
訓
練
促

進
費
を
支
給
し
、
生
活
の
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。

対
象

次
の
�
〜
�
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
母
子
家
庭
の
母

�
児
童
扶
養
手
当
の
給
付
を
受
け
て

い
る
人
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水

準
の
人

�
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の

教
育
課
程
を
修
業
し
、
対
象
資
格

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人

�
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

支
給
の
対
象
と
な
る
資
格

・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
保

健
師
・
助
産
師
・
理
容
師
・
美
容
師

支
給
額

月
額
１０
万
３
０
０
０
円
で
１２
カ
月

を
上
限
と
す
る
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
は
吸
い

ま
せ
ん
、
捨
て
ま
せ
ん
。

・
吸
わ
な
い
人
の
健
康
も
考
え
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
一
歩
は

ま
ず
手
洗
い

〜
食
品
衛
生
月
間
実
施
中
〜

夏
到
来
。食
中
毒
の
季
節
で
す
。食

中
毒
予
防
の
三
原
則
「
菌
を
つ
け
な

い
、増
や
さ
な
い
、や
っ
つ
け
る
」
に

つ
い
て
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
一
歩
は
、
ま
ず
手
洗
い

「
菌
を
つ
け
な
い
」
た
め
の
重
要

な
対
策
が
手
洗
い
で
す
。
調
理
前
や

ト
イ
レ
の
後
、
生
も
の
を
扱
っ
た
後

に
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

わ
ず
か
な
時
間
で
も
冷
蔵
保
管

「
菌
を
増
や
さ
な
い
」た
め
に
は
、

わ
ず
か
な
時
間
で
も
食
品
を
冷
蔵
保

管
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
低
温
状

態
で
は
菌
が
増
え
に
く
く
な
り
ま

す
。

食
べ
る
前
に
は
十
分
な
加
熱

「
菌
を
や
っ
つ
け
る
」
た
め
の
有

効
な
手
段
は
、
食
品
へ
の
十
分
な
加

熱
で
す
。
た
だ
し
、
一
般
的
な
加
熱

で
は
殺
菌
で
き
な
い
菌
も
あ
り
ま
す

の
で
過
信
は
禁
物
で
す
。

加
熱
を
し
な
い
食
品
の
危
険
性

最
近
、
生
や
半
生
の
鶏
肉
に
よ
る

食
中
毒
が
み
ら
れ
ま
す
。
十
分
な
加

熱
が
最
善
の
対
策
で
す
が
、
加
熱
を

し
な
い
場
合
に
は
、
冷
蔵
、
手
洗
い
、

器
具
の
殺
菌
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

生
食
用
魚
介
類
に
つ
い
て
も
同
様

の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ま
つ
り
」
の
注
意
点

夏
ま
つ
り
や
学
園
祭
な
ど
で
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
も
の
の
提
供
は
避
け
る
。

・
家
庭
で
の
仕
込
み
調
理
は
、
冷
蔵

保
管
が
可
能
な
量
に
制
限
す
る
。

・
食
材
は
必
ず
冷
蔵
保
管
し
、
提
供

の
直
前
に
加
熱
す
る
。

・
出
店
者
の
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と

責
任
感
を
持
つ
。

「
ま
つ
り
」
の
と
き
に
は
届
け
出
を

「
ま
つ
り
」
で
食
品
を
提
供
す
る

場
合
に
は
、
生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
資
料
を

準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成１７年度

「港区NPO活動助成事業」の助成団体が決定しました
今年度、審査をした結果、「みなとパートナ

ーズ基金」を活用したＮＰＯ活動助成事業が、

表のとおり決定しました。
これらの事業への区民の皆さんの参加をお

待ちしています。詳しい内容については、各団

体にお問い合わせください。

ご寄付ありがとうございました
新橋六丁目保健福祉施設新築工事安全衛生協力会

３万円

ＮＰＯなどの公益
活動を推進します
みなとパートナーズ基金
ボランティア・ＮＰＯ等の自主的な公益
活動の促進を目的とした寄付金を区民・企
業の皆さんから受け付けています。

文化・協働推進担当
�内線２３４２・３問い合わせ

問い合わせ
環
境
課
計
画
調
整
係

�
内
線
２
４
９
８

表平成１７年度「港区ＮＰＯ活動助成事業」の助成決定団体
助成金額

25万円

50万円

50万円

40万
4000円

34万
6000円

150万円

150万円

申 請 事 業 の 概 要

ホームページを作成し、活動内容や
中小企業経営に役立つ情報などを紹
介

住環境教育の実践として、区内の児
童を対象に住環境ワークショップを
実施
セミナーの実施、テキストの作成

子育てに悩む親のための講座および
講座開催時に一時保育事業の実施

小学生を対象に、コミュニケーショ
ンおよびサッカー技術の向上をめざ
し、オリジナルサッカープログラム
を実施

女性相談カウンセラーの育成事業

特別支援教育の推進（教材の開発）
教材の選択、試用、ヒアリング、モ
ニター教科書の音声化、マルチメデ
ィア化

『私と町の物語』展覧会
～再開発が進む港区で撮られた古い
写真と思い出がテーマ～
インタビュー活動・写真収集、住民参
加アートプロジェクト、展示会

団体の紹介・活動目的

港区に密着し、経営コンサルタント活動を
行う中小企業診断士で構成された専門家集
団で、経営安定、地域経済の活性化に寄与
する事業を実施
自然にやさしく永く住み続けられる「環境
持続住宅」の研究、開発、普及のための建
築家、研究者等による集団で、地球環境の
保全と街づくりに寄与することが目的
さまざまな心の傷から生き延びてきた「サ
バイバー」自身が運営する当事者団体で、電
話相談や講座などの活動を通して同じ問題
に悩む人たちとつながり、かつ支援を実施

スポーツの持つ多様な価値を研究し、幅広
い人々への実践を通じ、心豊かな生活・社
会を形成

子育てをはじめとして、さまざまな問題に
取り組むための調査研究事業、「子供と女
性のための相談所」を運営

通常の知能を有しながら読み書きの能力に
支障のあるディスレクシア（難読症）の正
しい認識と、教育の指導方法・機会・手段
を提供し可能性を高める

誰でもが自分を表現できる場づくりとし
て、参加体験型アート活動を展開、アート
を通じた人と人とのふれあいのきっかけづ
くり、地域コミュニティの活性化に取り組
む

団 体 名

（特）東京都港区中小企業経営支援協会
�・FAX3407－2858

（特）環境持続住宅研究会
�5570－2105
FAX5570－2108

（特）日本トラウマ・サバイバーズ・ユニオン
�・FAX5574－7311
http : //www.just.or.jp/

（特）エミネクロス・スポーツワールド
�5474－3755 FAX5770－5955
http : //www.eminecross.com/npo
/npo.top.html

（特）be インテリジェンスネットワーク
�3470－9900
FAX3470－9905

（特）ＥＤＧＥ（エッジ）
�5413－3356
FAX5413－3358

クリエイティブ・アート実行委員会
�3479－8535
FAX3402－5438
http : //www.musekk.co.jp/

基
盤
整
備

事
業

先
駆
的
・
モ
デ
ル
的
事
業

区
と
の
協
働
事
業

問い合わせ
・ 相 談 先

子
育
て
推
進
課
家
庭
相
談

係

�
内
線
２
４
３
８

� 3578-2111 平成17年（2005年）8月1日3
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主
な
内
容

平
成
１６
年
度
の
港
区
包
括
外
部
監
査
人
で
あ
る
福
田
眞
也
公
認
会
計
士
が
、
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
、
行
政
の
経
済

性
・
効
率
性
・
有
効
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
包
括
外
部
監
査
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
財
務
会
計
上
、
改
善
す
べ
き
事
項
の
指
摘
に
加
え
て
、
事
業
の
改
善
に
向
け
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、
区
で
は
報
告
書
の
内
容
お
よ
び
監
査
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
改
善
を
進
め
ま
す
。

●
収
入
・
債
権
管
理
に
つ
い
て

施
設
の
使
用
料
は
平
成
９
年
度
以

降
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。
受
益
者
負

担
が
原
則
で
あ
り
、
公
の
施
設
と
し

て
区
民
福
祉
の
増
進
に
も
配
慮
し
な

が
ら
定
期
的
に
見
直
す
べ
き
（
福
祉

会
館
、港
南
健
康
福
祉
館
、敬
老
館
）。

●
固
定
資
産
管
理
に
つ
い
て

次
に
掲
げ
る
備
品
管
理
に
つ
い
て

適
切
に
処
理
す
べ
き
（
福
祉
会
館
、

児
童
館
、
障
害
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
。

�
備
品
一
覧
に
登
録
さ
れ
て
い
る

が
、
所
在
不
明
の
も
の
お
よ
び
処
分

処
理
漏
れ
の
も
の
。
�
備
品
標
示
票

の
貼
付
漏
れ
。
�
備
品
の
所
属
替
え

漏
れ
。
�
工
事
に
伴
い
購
入
し
た
備

品
の
登
録
漏
れ
。

●
人
件
費
に
つ
い
て

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
制
度
変

更
等
に
よ
り
報
酬
金
額
が
変
更
に
な

る
場
合
に
は
内
容
と
あ
わ
せ
金
額
に

つ
い
て
も
決
裁
が
必
要
。

●
契
約
事
務
に
つ
い
て

�
三
田
福
祉
会
館
清
掃
業
務
は
他
の

業
者
で
代
替
不
可
能
で
は
な
く
、業

者
推
薦
に
よ
る
契
約
は
適
切
で
な
い
。

�
保
育
園
の
乳
製
品
購
入
は
業
者
推

薦
の
根
拠
に
乏
し
く
、
入
札
手
続
き

で
業
者
を
決
定
す
べ
き
。

事
業
の
改
善
に
向
け
た
意
見

○
高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
、
施
設
・
設
備
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
す
す
め
る
べ
き
（
福
祉

会
館
）

○
利
用
者
に
対
し
て
定
期
的
に
満
足

度
調
査
を
実
施
す
べ
き
（
福
祉
会

館
、
港
南
健
康
福
祉
館
、
障
害
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
各
館
独
自

の
事
業
・
サ
ー
ク
ル
等
の
情
報
を

提
供
・
開
示
し
、
住
民
向
け
に
事

業
内
容
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

検
討
す
べ
き
（
児
童
館
）

○
新
た
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ

積
極
的
に
こ
た
え
る
た
め
公
設
民

営
の
検
討
を
行
う
こ
と
も
必
要

（
保
育
園
）

○
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
お
よ
び
コ

ス
ト
の
観
点
か
ら
委
託
範
囲
の
拡

大
・
指
定
管
理
者
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
（
福
祉
会
館
、
港
南
健
康

福
祉
館
、
児
童
館
、
障
害
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

○
備
品
の
計
上
基
準（
３
万
円
以
上
）

の
引
き
上
げ
を
検
討
す
べ
き

○
備
品
一
覧
と
現
物
の
照
合
調
査
に

お
い
て
、照
合
作
業
の
実
施
方
法
、

承
認
手
続
き
を
規
定
し
周
知
徹
底

を
図
る
べ
き

監
査
委
員
の
意
見

こ
の
包
括
外
部
監
査
結
果
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
３８

第
４
項
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
か
ら

区
長
お
よ
び
区
議
会
議
長
に
対
し
、

次
の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度
包
括
外
部
監
査
の
結

果
報
告
で
は
、
平
成
１５
年
９
月
の
地

方
自
治
法
一
部
改
正
に
よ
る
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
創
設
を
踏

ま
え
、
区
が
直
接
管
理
運
営
す
る
福

祉
施
設
に
つ
い
て
、
特
に
経
済
性
・

効
率
性
の
観
点
か
ら
包
括
外
部
監
査

人
の
意
見
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
公
の
施
設
と
は
、住
民
の

福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
、そ

の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
施
設
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
公
の
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
経
済
性
・
効
率
性

の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
指

定
管
理
者
制
度
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
社

会
的
責
任
を
踏
ま
え
、
施
設
が
持
つ

機
能
・
役
割
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
真

に
住
民
の
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。

「
み
な
と
ほ
ほ
え
み
週
間
」
（
９
月

５
日
〜
３０
日
）
中
の
催
し
物
の
事
前
募

集
を
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

「
長
寿
を
祝
う
集
い
」

来
場
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

対
象平

成
１７
年
９
月
１５
日
現
在
、
満
７０
歳

〜
７４
歳
の
区
民

と
き

９
月
９
日
（
金
）

午
前
の
部

午
前
９
時
３０
分
〜

芝
・

三
田
地
区
・
高
輪
支
所
管
内
・
芝
浦
港

南
支
所
管
内
（
除
く
台
場
）
在
住
者

午
後
の
部

午
後
１
時
〜
本
所
管
内

（
除
く
芝
・
三
田
地
区
）
・
麻
布
支
所

管
内
・
赤
坂
支
所
管
内
・
台
場
地
区

と
こ
ろ

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
（
芝
公
園
２
‐

５
‐
２０
）

内
容式

典
・
芸
能
・
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸

定
員午

前
・
午
後
の
部
と
も
各
１
０
０
人

（
申
込
順
）

申
し
込
み

直
接
ま
た
は
電
話
で
８
月
１１
日（
木
）

ま
で
に
、
各
福
祉
会
館
か
高
齢
者
支
援

課
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
係
へ
（
土
・
日
曜

を
除
く
）
。

※
７５
歳
以
上
の
人
に
は
別
途
、
ご
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
。

第
１８
回
東
京
国
際
映
画
祭
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
東
京
国
際
映

画
祭
受
賞
作
品
上
映
会
」
へ

ご
招
待
し
ま
す

と
き

９
月
１１
日
（
日
）

と
こ
ろ

赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

６５
歳
以
上
の
区
民

上
映
内
容

�
「
大
統
領
の
理
髪
師
」
第
１７
回
東
京

国
際
映
画
祭
観
客
賞
・
最
優
秀
監
督
賞

受
賞
（
午
後
１
時
〜
）

�
「
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
第
１７
回
東
京
国
際

映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
・
最
優
秀
主
演
女

優
賞
受
賞
（
午
後
４
時
３０
分
〜
）

定
員

各
回
１０
組
２０
人
（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み

は
が
き
に
、
希
望
す
る
作

品
名
（
１
作
品
の
み
）
・
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
８
月

１９
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、
〒
１０５
‐

８５１１
港
区
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
係
へ
。

申
し
込
み
は
１
人
１
枚
ま
で
で
す
。

当
選
者
に
は
招
待
は
が
き
を
郵
送
し

ま
す
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

入
場
で
き
ま
す
。

劇
団
四
季
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

李
香
蘭
」
を
特
別
割
引
で

対
象６５

歳
以
上
の
区
民

と
き

１
回
目

９
月
１９
日
（
月
・
祝
）

午
後
１
時
１５
分
開
演

２
回
目

９
月
２２
日
（
木
）

午
後
１
時
１５
分
開
演

３
回
目

９
月
３０
日
（
金
）

午
後
６
時
４５
分
開
演

と
こ
ろ

四
季
劇
場
「
秋
」
（
海
岸
１
‐
１０
‐

４８
）

割
引
内
容

Ｓ
席
９
４
５
０
円
を
５
７
０
０
円
に

割
り
引
き
ま
す
。

定
員各

回
２０
席
（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、「
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
李
香
蘭
」
・
希
望
日
・
枚

数
（
１
人
２
枚
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
８
月

２５
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に
、
〒
１０７
‐

００５２

港
区
赤
坂
４
‐
１８
‐
１３

Ｋ
ｉ

ｓ
ｓ
ポ
ー
ト
財
団
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
李

香
蘭
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

女
性
管
理
職
を
増
や
そ
う
！

こ
の
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性

の
活
躍
が
目
ざ
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
女
性
の
管
理
職
の
登
用
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法（
※
）で
は
、

募
集
・
採
用
や
配
置
・
昇
進
も
含
め
す
べ
て

の
雇
用
上
の
差
別
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
法
施
行
後
も
、
横
ば
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
の
東
京
都
男
女
雇
用
平
等
参

画
状
況
調
査
で
は
、
民
間
会
社
の
女
性
管
理

職
の
割
合
は
、
係
長
９
・
６
％
、
課
長
４
・

４
％
、
部
長
に
至
っ
て
は
、
わ
ず
か
３
・
２

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
都
内
に
あ
る
、
従
業
員

３０
人
以
上
の
事
業
所
の
３３
・
７
％
が
、
女
性

管
理
職
な
し
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
女
性
管
理
職
の
登
用
が
進
ま
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。「
適
当
な
人
材
が
い
な
い
」

「
女
性
が
登
用
を
望
ま
な
い
」
な
ど
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ

う
か
。
新
入
社
員
で
は
「
役
職
に
つ
き
た
く

な
い
」
と
答
え
た
女
性
の
割
合
は
８
・
１
％

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
調
査
結
果
（
平
成
１５
年

働
く
女
性
の
実
情
）
も
あ
り
ま
す
。

女
性
が
職
場
で
活
躍
で
き
な
い
理
由
と
し

て
「
男
性
管
理
職
や
従
業
員
の
認
識
、
理
解

が
不
充
分
で
あ
る
」
と
４７
・
５
％
の
女
性
が

回
答
し
て
い
ま
す
。
（
前
述
男
女
雇
用
平
等

参
画
状
況
調
査
）
ま
た
、
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
職
務
を
全
う
す
る
に
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
等
に
よ
る
家
庭
責
任
の
分
担
が
必
要

で
す
。
つ
ま
り
、
男
性
の
理
解
と
協
力
ぬ
き

に
、
女
性
が
管
理
職
に
な
る
の
は
む
ず
か
し

い
と
い
う
の
が
実
情
な
の
で
す
。
そ
の
意
味

で
、
女
性
自
身
の
努
力
は
も
と
よ
り
、
男
性

の
意
識
改
革
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま

す
。
最
近
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
男
性
社

員
の
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
も
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
登
用
を
進
め
る
に
は
、
ま
ず
現
状

と
原
因
を
分
析
し
た
上
で
、
具
体
的
対
策
を

立
て
て
計
画
的
に
実
施
し
、
さ
ら
に
定
期
的

に
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ら
を
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
体
制

の
整
備
も
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
も
事
業
主

に
採
用
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
単
に
女
性
だ
か
ら

と
い
う
だ
け
で
女
性
を
「
優
遇
」
す
る
の
で

は
な
く
、
男
性
に
比
べ
女
性
が
能
力
を
発
揮

し
に
く
か
っ
た
職
場
環
境
を
是
正
し
、
働
く

人
す
べ
て
が
そ
の
能
力
を
適
性
に
評
価
さ

れ
、
真
の
意
味
で
の
男
女
雇
用
平
等
を
推
進

す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

※
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機

会
お
よ
び
待
遇
の
確
保
に
関
す
る
法
律

介
護
保
険
施
設
等
に
係
る

保
険
給
付
の
変
更
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
今
年
１０
月
か
ら
、
介
護

保
険
施
設
等
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）
に
お
け
る
食
事
の

提
供
お
よ
び
居
住
等
に
要
し
た
費
用

が
保
険
給
付
の
対
象
か
ら
外
れ
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
の
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
所

得
状
況
に
応
じ
て
、
申
請
に
よ
り
、

負
担
を
一
定
程
度
軽
減
す
る
予
定
で

す
。対

象
者
に
は
、
後
日
申
請
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

街
路
樹
に
愛
の

水
や
り
の
お
願
い

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
の
た
め
、

区
内
の
街
路
樹
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
ま
し
た
。
街
路
樹
な
ど
は
、

夏
の
暑
さ
や
水
不
足
の
た
め
、
葉
が

変
色
し
た
り
、
枯
れ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
時
期
に
「
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
」
な
ど

の
街
路
樹
に

随
時
水
や
り

を
し
て
い
ま

す
が
、
本
数

が
多
く
、
水
を
待
っ
て
い
る
街
路
樹

が
列
を
な
し
て
並
ん
で
い
ま
す
。

お
風
呂
の
残
り
水
で
か
ま
い
ま
せ

ん
の
で
、
近
く
の
街
路
樹
桝
に
少
し

で
も
ま
い
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

―
―
―
�

問い合わせ
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�
内
線
２
０
２
５
〜
７

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
係

�
内
線
２
３
９
４
〜
８

○
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
李
香
蘭
」

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
ポ
ー
ト
財
団
事
業
課

�
５
７
７
０
‐
６
８
３
７

�
５
７
７
０
‐
６
８
８
４

み
ん
な
い
き
い
き

あ
か
る
い
港
区

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
映
画
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
ご
招
待
！

問い合わせ
○
包
括
外
部
監
査
結
果
報
告
に

つ
い
て

企
画
課
企
画
担
当

�
内
線
２
０
８
９

○
監
査
委
員
の
意
見
に
つ
い
て

監
査
事
務
局
�
内
線
２
７
８
１

問い合わせ
土
木
維
持
課
土
木
係

�
内
線
２
３
６
０

平平
成成
１１６６
年年
度度

包包
括括
外外
部部
監監
査査
のの
結結
果果
主
な
内
容

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
介
護
給
付
係

�
内
線
２
８
７
７
・
８
２

テテ
ーー
ママ「「
福福
祉祉
施施
設設
のの
財財
務務
管管
理理
とと
運運
営営
にに
つつ
いい
てて
」」

改
善
す
べ
き
事
項
の
指
摘

包
括
外
部
監
査
の
報
告
書
の
全
文
は
、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
３
階
）
お
よ
び
区

立
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
概
要
版
を
企
画
課
（
区
役
所
４
階
）
で
配

布
す
る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.c
ity.m

in
a
to
.to
kyo
.jp

で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
を
助
成

す
る
新
た
な
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
す

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
新
た
に
派
遣
し
ま
す

ほ
か
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

問い合わせ
�
港
区
住
宅
公
社

�
３
５
９
３
‐
５
６
８
３

問い合わせ
文
化
・
協
働
推
進
担
当

�
内
線
２
３
４
２
・
３

「
安
全
で
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
は
、

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
改
修
工
事
に
よ
り
建

築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
助
成

区
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
原
則

と
し
て
区
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
耐

震
改
修
工
事
の
必
要
性
が
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
後
、
工
事
を
実
施
し
た
場

合
、
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

耐
震
改
修
助
成
を
受
け
る
要
件

次
の
�
〜
�
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
区
内
の
２
階
建
て
以
下
の
木
造
建

築
物
で
あ
る
こ
と

�
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
築

確
認
を
受
け
た
建
築
物
で
あ
る
こ

と
�
原
則
と
し
て
建
築
基
準
法
そ
の
他

関
係
法
令
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

�
自
己
所
有
の
建
物
で
、
現
に
自
己

が
居
住
し
て
い
る
こ
と

�
原
則
と
し
て
区
の
耐
震
診
断
助
成

を
受
け
た
建
築
物
で
あ
る
こ
と

助
成
額

改
修
工
事
費
総
額
の
２
分
の
１
以

内
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
１

０
０
万
円
を
上
限

申
し
込
み

原
則
と
し
て
耐
震
診
断
の
結
果
に

基
づ
き
手
続
き
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。●

区
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断
●

区
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
築
課
構
造
係

�
内
線
２
２
９
５
〜
７

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣

「
す
ま
い
の
専
門
相
談
」
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
（
７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
。
さ
ら
に
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
建
て
替
え
相
談
を
す
る
う
え

で
、
現
地
に
お
い
て
直
接
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
が
有
効
な
場
合
、
専
門

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
建
築
士
）
を

新
た
に
派
遣
し
ま
す
。

各
種
利
子
補
給
事
業

事
業
の
し
く
み

利
用
者
本
人
が
各
金
融
機
関
の
ロ

ー
ン
を
選
び
、
直
接
契
約
し
ま
す
。

�
港
区
住
宅
公
社
は
、
利
用
者
か

ら
の
請
求
を
受
け
、
実
際
に
支
払
っ

た
年
間
利
息
額
に
対
し
て
一
定
の
割

合
を
利
子
補
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

「
住
宅
取
得
」
、「
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
」
、「
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
」

に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
満
た
す
こ

と
を
要
件
に
、
１
年
間
に
実
際
に
支

払
っ
た
利
息
額
に
対
し
、
利
子
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
ロ
ー
ン

契
約
日
ま
た
は
ロ
ー
ン
に
基
づ
く
抵

当
権
設
定
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
８
０
日
以
内
に
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。

詳
し
く
は
、
�
港
区
住
宅
公
社
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
港
区
住
宅
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
inato-sm

ile.or.jp/

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

第第
１１８８
回回
東東
京京
国国
際際
映映
画画
祭祭
ププ
レレ
イイ
ベベ
ンン
トト『『
東東
京京

国国
際際
映映
画画
祭祭
受受
賞賞
作作
品品
上上
映映
会会
』』へへ
ごご
招招
待待
しし
まま
すす

と
き

９
月
１１
日
（
日
）

と
こ
ろ

赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用

入
場
無
料

内
容

映
画
上
映
（
作
品
・
時
間
）

�
「
大
統
領
の
理
髪
師
」
午
後
１
時

〜

�
「
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
午
後
４
時

３０
分
〜

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

ゲ
ス
ト

佐
々
木

史
郎
さ
ん
（
第
１７
回
東
京
国
際
映
画

祭
審
査
委
員
）

定
員

各
回
９０
組
１
８
０
人
、
計
３

６
０
人
※
１
組
２
人
ま
で
入
場
可

応
募
方
法

は
が
き
に
鑑
賞
希
望
の

作
品
名
（
�
ま
た
は
�
）
・
住
所
（
在

勤
・
在
学
者
は
勤
務
先
・
所
在
地
、

学
校
名
）
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
８
月
２０
日
（
土
・
必
着
）
ま

で
に
、
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
文
化

・
協
働
推
進
担
当
へ
。

※
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
手
話
通
訳
を
希

望
す
る
人
は
「
手
話
通
訳
希
望
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
選
者
に
は
招
待
は
が
き
を
郵
送

し
ま
す
。

�「大統領の理髪師」第１７回東京
国際映画祭観客賞・最優秀監督賞
受賞
イム・チャンサン監督作品 ２００４
年／韓国

�「ウィスキー」第１７回東京国際
映画祭グランプリ・最優秀主演女
優賞受賞 ファン・パブロ・レベ
ージャ／パブロ・ストール監督作
品 ２００４年／ウルグアイ＝アルゼ
ンチン＝ドイツ＝スペイン

港
区
地
域
保
健
福
祉
医
療
推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

区
で
は
、
地
域
の
な
か
で
保
健

福
祉
医
療
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
組
織
と
し
て
、
「
地
域
保
健
福

祉
医
療
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

対
象

２０
歳
以
上
の
区
民

募
集

人
数

２
人

任
期

委
嘱
の
日

か
ら
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

申
し
込
み

「
地
域
に
お
け
る
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
１
０
０
０
字
程
度

の
作
文
と
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
８

月
２２
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
、

〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
保
健
福
祉

管
理
課
管
理
係
へ
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
管
理
課

管
理
係

�
内
線
２
３
７
７

港
区
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

港
区
の
障
害
者
に
対
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
学
識
経
験
者
、

公
募
区
民
、
区
の
職
員
等
が
委
員

を
務
め
る
港
区
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い

う
。
）
を
設
置
し
ま
す
。
協
議
会

は
、
区
の
障
害
者
計
画
の
策
定
に

参
画
し
、
施
策
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
し

ま
す
。
※
協
議
会
は
原
則
と
し
て

平
日
の
夜
間
（
お
お
む
ね
午
後
６

時
３０
分
か
ら
２
時
間
程
度
）
開
催

す
る
予
定
で
す
。

対
象

２０
歳
以
上
の
区
民

定
員

６
人
程
度

任
期

原
則
と
し
て

２
年

選
考

第
一
次
選
考

論

文

第
二
次
選
考

面
接
（
面
接

日
は
第
一
次
選
考
を
合
格
し
た
人

に
後
日
通
知
）

申
し
込
み

「
港
区
の
障
害
者
施

策
に
つ
い
て
」
の
論
文
（
８
０
０

字
程
度
）
と
履
歴
書
を
書
い
て
８

月
１６
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
障
害
者
福
祉
課
障
害
者

福
祉
係
へ
。

問
い
合
わ
せ

障
害
者
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係

�
内
線
２
６
９
４

後期機能訓練の利用者を募集します
学齢児機能訓練

個別（60分）

身体に障害があり機能
訓練を行う必要のある
区内在住の学齢児

家庭での生活動作の習
得や二次的障害予防の
ために個別指導を行い
ます。

原則月2回・水曜日（午後）

10月～平成18年3月

16人

障害保健福祉センター（ヒューマンぷらざ）

巡回送迎バスを利用できる場合もあります。詳しくは、お問い合わせください。

8月22日（月）までに、障害保健福祉センター事業係へ。
�5439－2511

言語訓練

集団（2時間程度）

18歳以上で脳血管障
害等により、言語訓練
を行う必要のある区民

身体障害者手帳を持
っていない人

日常生活における言語
・コミュニケーション
の改善や人との交流を
楽しめるよう支援しま
す。

月1回・第1金曜日（午後）

若干名

重複障害者機能訓練

個別（30分）

18歳以上で重複障害
等により機能訓練を行
う必要のある区民

身体障害者デイサー
ビス事業の対象外で
65歳未満の人

二次的障害を予防し日
常生活の維持・改善を
図ります。

週1回・月曜日（午前）

8人

事業名

訓 練 方 法

対 象

内 容

回 数

期 間

定 員

と こ ろ

送 迎 方 法

申 し 込 み
問い合わせ

平成１７年度

上
映
作
品

� 3578-2111 平成17年（2005年）8月1日5



講
座
・
催
し
物

お
知
ら
せ

と

き

と

こ

ろ

定
員

毎
週
月
曜
日

青
山
福
祉
会
館

２０
人

毎
週
火
曜
日

三
田
福
祉
会
館

３３
人

毎
週
水
曜
日

飯
倉
福
祉
会
館

１３
人

毎
週
木
曜
日

白
金
福
祉
会
館

２５
人

毎
週
金
曜
日

白
金
台
福
祉
会
館

１５
人

9
／
8（
木
）

9
／
5（
月
）

9
／
2（
金
）

9
／
1（
木
）

8
／
３０（
火
）

8
／
２９（
月
）

8
／
２６（
金
）

8
／
２５（
木
）

と

き午前9時30分～午後3時30分

港
区
役
所

芝
浦
港
南
支
所

麻
布
支
所

新
橋
福
祉
会
館

高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー

本
村
福
祉
会
館

青
山
福
祉
会
館

白
金
福
祉
会
館

と

こ

ろ

東
京
湾
岸
自
治
体
環
境
保
全

会
議
３０
周
年
記
念
事
業
「
東

京
湾
は
生
き
て
い
る
２
０
０
５
〜

in
お
台
場
・
船
の
科
学
館
」

午
前
中
は
、お
台
場
海
浜
公
園
周

辺
で「
マ
リ
ン
ウ
イ
ン
ド
エ
コ
パ
ー

ク
」の
紹
介
と
解
説
、「
お
台
場
干
潟

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関
連
し
た

ア
マ
モ
の
移
植
実
験
状
況
を
観
察
し

ま
す
。午
後
か
ら
は
、船
の
科
学
館

（
羊
蹄
丸
）に
会
場
を
移
し
、パ
ネ
ル

展
示
や
水
槽
展
示
、水
辺
体
験
コ
ー

ナ
ー
、構
成
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。会
場
内

で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
さ

れ
、記
念
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
参
考
に
、

ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
４
日
（
木
）
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

雨
天
決
行
（
荒
天
時

は
、
正
午
か
ら
屋
内
の
み
で
開
催
し

ま
す
。
）
※
パ
ネ
ル
展
示
は
、
８
月

１４
日
（
日
）
ま
で
実
施
し
ま
す
。
と

こ
ろ

お
台
場
海
浜
公
園
周
辺
お
よ

び
船
の
科
学
館

主
催

東
京
湾
岸

自
治
体
環
境
保
全
会
議

共
催

�

日
本
海
事
科
学
振
興
財
団
「
船
の
科

学
館
」

後
援

環
境
省

問
い
合
わ
せ

環
境
課
地
球
環
境
係

�
内
線
２
４
９
５
〜
７

夏
休
み
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

昔
の
火

お
こ
し
」

対
象

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学

校
４
年
生
以
上

と
き

８
月
２
・

９
・
２３
日
（
火
）
午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

港
郷
土
資
料
館

定
員

各
回
１０
人
（
申
込
順
）
※
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
受
付
を
し
ま

す
。雨
天
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

各
回
前
日
ま
で
に
電
話

で
港
郷
土
資
料
館
へ
。

�
３
４
５
２
‐
４
９
６
６

●
高
齢
者
の
た
め
の
「
プ
ー
ル
歩
行

運
動
教
室
」
参
加
者
募
集

対
象

６０
歳
以
上
の
区
民

と
き
・

コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

９
月
５
日

〜
１０
月
３
日（
９
月
１９
日
を
除
く
）・

水
曜
コ
ー
ス

９
月
７
日
〜
２８
日
・

木
曜
コ
ー
ス

１０
月
６
〜
２７
日
・
金

曜
コ
ー
ス

１０
月
７
日
〜
２８
日

い

ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

と

こ
ろ

港
南
健
康
福
祉
館

定
員

各
コ
ー
ス
と
も
１８
人
（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み

８
月
１６
日
（
火
）
ま
で

に
、
各
福
祉
会
館
、
港
南
健
康
福
祉

館
に
あ
る
申
込
書
を
書
い
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
は
が
き
の
場
合
は

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
書
い

て
、
〒
１０８
‐
００７５
港
区
港
南
４
‐
２
‐

１

港
南
健
康
福
祉
館
へ
。

�
３
４
５
０
‐
９
９
１
５

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
女
性
と
学
習
」
に

区
民
を
派
遣
し
ま
す

対
象

男
女
平
等
参
画
に
興
味
が
あ

る
区
民

と
き

９
月
９
・
１０
日

（
金
・
土
）

と
こ
ろ

男
女
平
等

参
画
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

『
学
習

観
の
転
換
が
「
活
動
」
を
変
え
る
〜

実
践
す
る
学
び
と
組
織
を
め
ざ
し
て

〜
』

主
催

�
日
本
女
性
学
習
財

団

定
員

５
人
（
申
込
書
に
よ
る

選
考
・
初
め
て
の
人
優
先
）
※
受
講

後
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
と
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
応
募
の
動
機
・
過
去
の
受
講
の

有
無
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
８
月
１５
日
（
月
・
必
着
）

ま
で
に
、
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
人

権
・
男
女
平
等
参
画
担
当
へ
。

�
内
線
２
０
２
７

ＦＡＸ
３
５
７
８
‐
２
９
７
６

●
な
ご
や
か
食
事
サ
ー
ビ
ス

福
祉
会
館
（
５
館
）
で
は
、
会
館

で
調
理
し
た
昼
食
を
、
週
１
回
、
会

食
形
式
で
提
供
す
る
な
ご
や
か
食
事

会
を
催
し
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
だ
け

の
世
帯

利
用
期
間

１０
月
〜
平
成

１８
年
３
月
の
６
カ
月
間

（
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
せ
ん
）

費
用

１
回
４
０
０
円

申
し
込
み

８
月
１０
日
（
水
）
ま
で

に
直
接
、
希
望
す
る
福
祉
会
館
の
窓

口
へ
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
係

�
内
線
２
３
９
８

●
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
等
現
況
届

の
提
出

次
の
障
害
者
手
当
の
給
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、
受
給
資
格
更
新
の
た

め
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
８
月
初
旬
に
対
象
者
に
現
況
届

の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
３１
日

（
水
）ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
基
づ
き
、
手
当
の
受
給
資

格
継
続
に
つ
い
て
判
定
し
ま
す
。
現

況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
手
当
の

支
給
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
手
当

�
港
区
心
身
障

害
者
福
祉
手
当
（
身
障
手
帳
１
〜
３

級
、
愛
の
手
帳
１
〜
４
度
、
特
殊
疾

病
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
、
脳
性
ま
ひ
）

�
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
�
重
度
心

身
障
害
者
手
当

な
お
、
施
設
に
入
所
し
た
人
、
所

得
限
度
額
を
超
え
た
人
、
児
童
育
成

（
障
害
）
手
当
の
給
付
を
受
け
て
い

る
人
は
受
給
資
格
が
継
続
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

障
害
者
福
祉
課
障
害

者
支
援
係

�
内
線
２
６
７
１
〜
４

◆
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
８
月
が
定
時
届
の
提
出
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
人
（
明
治
４４
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
の
人
）
は
、
毎
年
８
月

が
「
定
時
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
８
月
期
分
の
年
金
支
払
い

を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
郵
便
局
で
年

金
を
受
け
取
っ
て
か
ら
「
定
時
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

８
月
初
旬
に「
定
時
届
」

の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
書
い
て
、
国
民
年
金
証
書
（
緑

色
の
手
帳
）
と
一
緒
に
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
障
害
基
礎
年
金
の
「
現
況
届
」
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
次

の
人
は
、
毎
年
７
月
が
現
況
届
の
提

出
月
で
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
２０
歳
前
の
障
害
に
よ
り
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
人

�
旧
障
害
福
祉
年
金
の
切
り
替
え
で

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人

◆
印
の
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

�
内
線
２
６
６
１
〜
６

●
は
か
り
の
定
期
検
査

商
店
で
の
取
り
引
き
や
学
校
・
病

院
等
で
の
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」
は
、
２
年
に
１
度
の
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
に
は
、
事
前
に
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
。通
知
の
無
か
っ
た
人
、

新
た
に
「
は
か
り
」
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
人
、
「
は
か
り
」
を
使

用
し
な
く
な
っ
た
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
気
式
は
か
り
の
検
査
に
つ
い
て

は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
費
者
セ
ン
タ
ー

�
３
４
５
６
‐
４
１
５
９

東
京
都
計
量
検
定
所
検
査
課

�
５
４
７
０
‐
６
６
３
８

放
置
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル

と
き

８
月
１３
日（
土
）午
前

１０
時
〜
１０
時
３０
分
ま
で
受
け
付
け
、

そ
の
後
抽
せ
ん

と
こ
ろ

エ
コ
プ

ラ
ザ

※
価
格
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

�
港
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー�

５
２
３
２
‐
９
６
８
１

都
市
施
設
管
理
課
交
通
安
全
係

�
内
線
２
２
６
０
〜
３

●
生
活
に
お
困
り
の
人
へ

生
活
保
護
な
ど
の
相
談
を
随
時
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
福
祉
課
相
談
係

�
内
線
２
４
５
５
〜
８

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
費
用
を
助
成

し
ま
す
（
追
加
募
集
）

区
内
中
小
企
業
や
商
工
団
体
等
が

情
報
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、
新
た

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
場

合
、「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
あ
ら
か
る
と
」

と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
、
平
成
１８
年
３

月
３１
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完

成
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
制
作
費

用
等
の
２
分
の
１
を
区
が
助
成
し
ま

す
。

限
度
額

区
内
中
小
企
業
は
５
万

円
、
商
工
団
体
等
は
５０
万
円

申
込

期
限

９
月
３０
日（
金
）※
申
込
順
。

予
定
数
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り

ま
す
。
商
工
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.m
inato

―ala.net

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
課
商
工
振
興
係

�
内
線
２
５
５
１

●
区
民
保
養
施
設
（
大
平
台
み
な
と

荘
・
伊
東
暖
香
園
）
の
１０
月
利
用

分
抽
せ
ん

抽
せ
ん
申
し
込
み
（
区
民
対
象
）

保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
８

月
１８
日
（
木
）
ま
で
。
ま
た
は
、
専

用
は
が
き
を
８
月
１２
日（
金
・
必
着
）

ま
で
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ

ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
専
用
は

が
き
は
、
地
域
活
動
支
援
課
（
区
役

所
３
階
）
、
各
支
所
、
各
区
民
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
京
三
田
・
赤
坂
支

店
に
あ
り
ま
す
。

空
室
申
し
込
み
（
区
民
お
よ
び
在
勤

者
対
象
）

利
用
希
望
日
の
１
カ
月

前
の
同
日
か
ら
（
例
・
９
月
１
日
利

用
は
８
月
１
日
か
ら
）
保
養
施
設
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
み

な
と
予
約
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話
で
、

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

利
用

者
登
録

い
ず
れ
の
申
し
込
み
も
利

用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
抽
せ
ん
申

し
込
み
の
専
用
は
が
き
が
登
録
申
し

込
み
書
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
専

用
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
大
平
台
み
な
と
荘
は
９
月
１４
・
１５

日
（
水
・
木
）
と
１０
月
１９
・
２０
日

（
水
・
木
）
は
休
業
し
ま
す
。

申
し
込
み

保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

毎
日
午
前
８
時
〜
午
後
１０
時

�
３
４
５
２
‐
０
５
２
１

Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
６
時
３０

分

�
３
４
５
２
‐
０
４
８
９

問
い
合
わ
せ

地
域
活
動
支
援
課
地

域
振
興
係

�
内
線
２
５
３
０
〜
３

●
大
平
台
み
な
と
荘
の
優
先
抽
せ
ん

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、被
爆
者
健
康
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
区
民
が
、
大
平
台
み

な
と
荘
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
１０
月
１
日
（
土
）
一
泊
利
用
分

の
優
先
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。
な
お

優
先
抽
せ
ん
の
申
し
込
み
を
し
た
人

は
、
一
般
抽
せ
ん
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
部
屋
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

は
が
き
に
、
代
表
者
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

・
利
用
者
登
録
番
号
・
利
用
希
望
人

数
（
２
人
以
上
５
人
ま
で
）
・
「
優

先
抽
せ
ん
申
し
込
み
」
と
書
い
て
、

８
月
１２
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に

〒
１０８
‐
００１４
港
区
芝
５
‐
３４
‐
２
春
日

ビ
ル

�
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー

Ｊ

Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
い
合
わ
せ

地
域
活
動
支
援
課
地

域
振
興
係

�
内
線
２
５
３
０
〜
３

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
機

器
設
置
費
助
成
制
度
の
受
け
付
け

区
で
は
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
ま

す
。
自
宅
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
機
器
を
設
置
す
る
予
定
の
人

は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

助
成
金
額

３０
万
円
（
上
限
）

申

し
込
み
期
限

１２
月
２８
日（
水
）ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
書
の
配
布
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課
地
球
環
境
係�

内
線
２
４
９
５

●
港
区
介
護
保
険
事
業
計
画
検
討
委

員
会
開
催

と
き

８
月
２
日
（
火
）
午
後
６
時

３０
分
〜
８
時

と
こ
ろ

区
役
所
９

階
会
議
室

内
容

介
護
保
険
事
業

計
画
の
改
定
※
傍
聴
を
希
望
す
る
人

は
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
計
画

係

�
内
線
２
４
１
２

記
事
中
の
マ
ー
ク
に
つ
い
て

…
リ
サ
イ
ク
ル

…
職
員
等
募
集

…
子
ど
も
・
親
子
・
子
育
て

…
住
宅

に
関
す
る
も
の
を
表
し
て
い
ま
す
。

※
費
用
の
表
記
が
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
無
料
で
す
。

※
区
役
所
へ
の
郵
便
は
、
郵
便
番
号

と
宛
て
先（
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所

○
○
課
）
で
届
き
ま
す
。

※
講
師
等
の
氏
名
の
敬
称
は
、
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
FAX
３
５
７
８
‐
２
２
３
８
へ
。
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ご存じですか？ 

東京都シルバーパス 
　満70歳を迎える都民に誕生月の1日以降、都営 
の電車・バスと都内を走る民営バスを利用できる 
東京都シルバーパスを希望により発行します。 
　詳しくは、お問い合わせください（負担額あり）。 
 
問い合わせ　（社）東京バス協会 

5308-6950

法律相談 
（相続、遺言、交通事故、すまいなど 
法律全般） 

相　　　　　談 

区民相談 

行政相談 

年金・労働相談 

外国人相談 

人権身の上相談 

更生保護青少年相談 

消費生活相談 

家庭福祉相談 

子ども子育て総合相談 

男女平等参画センター相談 
「心のサポートルーム」 
（心理カウンセリング） 

内職相談 

融資・経営相談※予約制 

受発注あっせん相談※予約制 

高齢者の在宅介護の相談 

高齢者の仕事の相談 

精神保健福祉相談※予約制 

健康相談 
※40歳以上対象 

教育相談 
来　所 

電　話 

毎週月・水・金曜日 

日　　　　　時 

毎週月～金曜日 

毎月第2木曜日 

毎月第1月曜日 

毎週火・木・金曜日 

毎月第2（1月のみなし）・ 
第4（12月のみなし）金曜日 

毎週木曜 日 （ 第3木曜 日 を 除 く ）  

毎週月～金曜日 

毎週火・金曜日 

毎週月～金曜日 

毎週水・金曜日 

毎週火曜日 

毎週火～土曜日 

毎週月～金曜日 

毎週木・金曜日 

年中無休 

毎月第2・4月曜日 

毎月第1金曜日 

毎月第2水曜日 

毎月第3・4月曜日 

月曜日（月2回） 

水曜日（月2回） 

毎週月～金曜日 

午後1時～4時 
(１人あたり30分） 

午前9時から電話予約、先着6人 
正午から区民相談室で、先着6人 

午前9時～午後5時 

午後1時～4時 

午前9時～正午、午後1時～5時 

午後1時～4時　前日までに電話予約 

午後1時～4時（受付は午後3時まで）電話相談可 

午前10時～正午、午後1時～4時 

午後1時～5時 

午前9時～午後5時（受付は午後4時30分まで ） 

午前10時～午後4時（受付は午後3時まで） 

午後4時～8時（受付は午後7時まで） 

午前9時～午後4時30分 

午前9時～正午、午後1時～5時 

午前9時～11時30分 

午前9時～ 
午後7時30分 

日曜・祝日、年末年始は 
午後5時まで 
（電話相談は24時間お受けしてい 
ます。） 

午後1時～4時 

午後2時～4時 

午後1時15分～2時30分（電話予約） 

午前9時～午後5時 

区民相談室（区役所1階） 
※関係書 類 （コピー可 ） をお持ちの人は 
ご持参ください 。 

場　　　　　所 

消費者センター 

子育て推進課（区役所2階） 

子ども家庭支援センター 

男女平等参画センター（リーブラ） 

港勤労福祉会館 

商工課融資相談担当（区役所3階） 

在宅介護支援センター白金の森 

在宅介護支援センター港南の郷 

北青山在宅介護支援センタ ー 

芝在宅介護支援センター 

麻布在宅介護支援センター 

区民相談室（区役所1階） 

保健サービスセンター 

保健サービスセンター 

健診センター 

教育センター 

区長室区民 の 声担当 （ 予約先 ）  
3578－2050～2

問 い 合 わ せ  

区長室区民の声担当 
内線2050～2

人権・男女平等参画担当 
内線2026

保健福祉管理課　内線2380・1

・ 1

3456－6827

内線2438

3456－4154

相談直通 3456－5771
リーブラ 3456－4149

3455－6381

内線2560

3449－9669

3450－5905

5410－3415

5232－0840

3453－8032

港区シルバー人材センター 
5232－9681

3455－4772

保健サービスセンター 
3455－4928

3454－6625

3452－9635

マンション管理相談 

相談種別 

マンション修繕相談 

すまいの建築相談 

マンション建替相談 

すまいの税務相談 

すまいの不動産相談 

毎月第2・4火曜日 

相談日  

毎月第1・3火曜日 

毎月第3火曜日 

毎週水曜日 

弁護士 

相談員  

建築士 

建築士 

建築士 

税理士 

宅建主任者 

住宅公社相談室 

区民相談室 
（区役所1階） 

相談場所 

午後1時～4時 
（1人あたり1時間） 

午後1時～4時 
（1人あたり1時間） 

相談時間 

予約制（相談日の前週金曜日正午までに電話受け付け） 

①事前予約　予約枠は1人分（相談日の週の月曜日正午までに電話受け付け ） 
②当日受付　当日の正午から区民相談室で先着順に受け付　　 け （予約がある時は2人 、 

予約がない時は3人まで ） 

受　付　方　法 

すまいの専門相談 ●問い合わせ・予約先は （財） 港区住宅公社 3593-5683

区の無料相談案内  
該当日が、祝日および休日の場合は、休みになります 。 
相談は先着順です（一部は電話予約が可能です ） 。 
多数の場合は、早めに締め切ることがありますのでご了承ください 。 

ご注意 

 

相談直通 

申し込み受付は〈相談日当日〉 

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

都
営
住
宅
（
単
身
者
向
・
シ

ル
バ
ー
ピ
ア
、
ポ
イ
ン
ト
方

式
、
事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住

宅
）
入
居
者
募
集

申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布

８
月

１
日
（
月
）
〜
１０
日
（
水
）
に
都
市

計
画
課
（
区
役
所
６
階
）
、
各
支
所

・
台
場
分
室
、
�
港
区
住
宅
公
社
で

配
布
し
ま
す
。
た
だ
し
事
業
再
建
者

向
定
期
使
用
住
宅
案
内
の
配
布
は
都

市
計
画
課
お
よ
び
�
港
区
住
宅
公
社

だ
け
で
行
い
ま
す
。
（
※
土
・
日
曜

日
は
除
く
。
）

対
象

単
身
者
向

（
一
部
車
い
す
使
用
者
向
）

①
都

内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
５０
歳

以
上
単
身
者
、
車
い
す
使
用
者
向
け

は
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
の
車

い
す
使
用
者
②
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
内
で
あ
る
こ
と
③
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と

シ
ル
バ
ー
ピ
ア

①

都
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
６５

歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は
二
人
世
帯

②
単
身
者
は
現
に
同
居
し
て
い
る
親

族
が
い
な
い
こ
と
、
二
人
世
帯
は
現

に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
６５
歳
以
上
の
親
族
が
い
る
こ
と

（
配
偶
者
は
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
）

③
所
得
（
同
居
親
族
に
所
得
が
あ
る

場
合
は
合
算
）
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
で
あ
る
こ
と
④
住
宅
に
困
っ
て
い

る
こ
と

ポ
イ
ン
ト
方
式
（
ひ
と
り

親
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障
害

者
世
帯
・
多
子
世
帯
・
特
に
所
得
の

低
い
世
帯
・
車
い
す
使
用
者
世
帯

向
）

①
申
込
者
本
人
が
都
内
に
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
成
年
者
（
２０

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）
②
同
居

親
族
が
い
る
こ
と
（
車
い
す
使
用
者

は
満
６
歳
以
上
で
か
つ
都
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
）
③
所
得
（
同
居
親

族
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
合
算
）
が

定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
④

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住
宅

都

営
住
宅
の
入
居
資
格
の
ほ
か
に
、
事

業
の
破
綻
に
伴
い
、
自
己
の
所
有
す

る
住
宅
を
失
っ
た
者
で
、
民
事
再
生

法
に
よ
る
再
生
計
画
の
認
可
決
定
を

受
け
て
い
て
、
都
内
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ
る

こ
と

※
募
集
区
分
ご
と
に
申
込
資
格
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
募
集
の
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

郵
送
で
受
け
付
け
ま

す
。
８
月
１５
日
（
月
）
ま
で
に
渋
谷

郵
便
局
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
、
事
業
再

建
者
定
期
使
用
住
宅
は
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
）
に
届
い

た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

�
港
区
住
宅
公
社

�
３
５
９
３
‐
５
６
８
６

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員

募
集（
事
務
・
調
理
・
用
務
）

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
と

は
、
「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
」
第
６
条
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
育
児
休
業
を
取
得
す

る
職
員
の
代
替
職
員
と
し
て
、
職
員

の
育
児
休
業
の
請
求
期
間
を
限
度

に
、
あ
ら
か
じ
め
任
期
を
定
め
て
採

用
す
る
正
規
の
職
員
で
す
。

受
験
資
格

平
成
１７
年
１０
月
１
日
現

在
５７
歳
以
下
の
人
（
昭
和
２２
年
１０
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

た
だ
し
、
事
務
に
つ
い
て
は
日
本
国

籍
の
人

採
用
予
定
日

１０
月
１
日

以
降

採
用
期
間

お
お
む
ね
６
カ

月
以
上
３
年
未
満

募
集
人
員

事

務

１０
人
程
度

調
理
・
用
務

若

干
名

第
一
次
試
験
日

８
月
２２
日

（
月
）
※
詳
し
く
は
、
採
用
選
考
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

人
事
課（
区
役
所
１０
階
）

・
各
支
所
・
台
場
分
室
・
各
区
立
図

書
館
等
に
あ
る
指
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
写
真
を
添
え
て
、

８
月
１５
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
、

郵
送
ま
た
は
持
参
で
〒
１０５
‐
８５１１

港

区
役
所
人
事
課
人
事
係
へ
。

�
内
線
２
１
１
０

申
し
込
み
用
紙
は
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.city.m

inato.tokyo.jp

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

区
立
図
書
館
の

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業

８
月
か
ら
毎
月
、
各
図
書
館
で
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
、
こ
こ
ろ
健
や
か
に
育

つ
こ
と
を
願
い
、
保
護
者
が
赤
ち
ゃ

ん
と
絵
本
を
開
く
喜
び
や
大
切
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図
書
館

か
ら
絵
本
を
お
渡
し
ま
す
。

対
象

平
成
１７
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

で
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
「
う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
」
に

参
加
し
て
い
な
い
人

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

み
な
と
図
書
館

�
３
４
３
７
‐
６
６
２
１

８
／
２１（
日
）午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

８
／
３１（
水
）午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

三
田
図
書
館

�
３
４
５
２
‐
４
９
５
１

８
／
２５（
木
）午
前
１１
時
〜
正
午

麻
布
図
書
館

�
３
５
８
５
‐
９
２
２
５

８
／
１９（
金
）午
後
２
時
〜
４
時

赤
坂
図
書
館

�
３
４
０
８
‐
５
０
９
０

８
／
１２（
金
）午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

高
輪
図
書
館

�
５
４
２
１
‐
７
６
１
７

８
／
２０（
土
）午
前
１１
時
〜
正
午

港
南
図
書
館

�
３
４
５
８
‐
１
０
８
５

８
／
２４（
水
）午
前
１１
時
１５
分
〜
正
午

問
い
合
わ
せ

各
図
書
館
へ
。

◆港区スポーツセンター・区民センター・男女平等参画センター・健康増進センター・生涯学習センター・青山生涯学習館のお知らせは、毎月５日発行の港区スポーツふれあい
文化健康財団ニュース「 」に掲載されています。�5770－6837 FAX5770－6884 http : //www.kissport.or.jp

� 3578-2111 平成17年（2005年）8月1日7
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三
田
中
学
校

三
田
４
‐
１３
‐
１０

�
３
４
５
５
‐
０
３
８
２

創
立
５
年
を
迎
え
た
本
校
の
伝
統

は「
あ
い
さ
つ
」で
す
。
毎
朝
・
夕
、

生
徒
と
教
職
員
、
生
徒
同
士
で
大
き

な
声
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
本
校
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
に
も
大
変
好
評
で
す
。

学
習
面
で
は
、
英
語
・
数
学
・
理

科
の
少
人
数
指
導
や
９
教
科
全
て
の

枠
か
ら
選
択
で
き
る
選
択
教
科
が
特

色
で
す
。
「
厳
し
く
楽
し
い
授
業
に

よ
る
確
か
な
学
力
の
定
着
」
を
め
ざ

し
、日
々
の
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
生
徒
の
９
割

に
あ
た
る
１
９
４
人
が
部
活
動
に
加

入
し
、
１１
部
が
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
顧
問
と
も
ど
も
生
徒
た
ち
と

汗
を
流
し
、
文
化
部
も
楽
し
み
な
が

ら
心
身
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

生
徒
が
よ
く
学
び
、礼
儀
正
し
く
、

明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
学
校
。
そ

れ
が
三
田
中
の
最
大
の
特
色
で
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

御
成
門
中
学
校

西
新
橋
３
‐
２５
‐
３０

�
３
４
３
６
‐
３
５
６
８

「
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
に
支

え
ら
れ
た
人
づ
く
り
」
が
本
校
の
目

標
で
す
。
生
徒
・
保
護
者
の
学
力
向

上
に
対
す
る
思
い
を
受
け
止
め
、
少

人
数
授
業
を
は
じ
め
と
し
た
指
導
方

法
の
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
学
習
効
果
を
上
げ
る
か
ぎ

は
教
師
の
授
業
力
に
あ
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
学
校
を
あ
げ
て
研
究
活
動
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

一
方
、
広
い
範
囲
か
ら
生
徒
が
通

学
し
て
い
る
特
性
を
踏
ま
え
、
人
間

関
係
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
培
う
指
導
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
学
習
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

部
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
生
徒
に
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い

で
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
仰
ぎ
、
「
認
め
あ
い
、
支
え

あ
い
、共
に
学
び
あ
う
学
校
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
ま
す
。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時休日診療

保 健 だ よ り
5－16－45
1－4－10
4－18－13

六本木
三 田
赤 坂

生活衛生センター
保健サービスセンター
健診センター（健診時のみ開場）

みなと保健所〈 〉各センターの所在地

3431－2159
3440－2531
3588－0896
3441－6668
3455－4927

愛宕1－7－7
白金1－3－2
六本木1－6－3 泉ガーデンウィング地下1階
白金台4－12－11
三田1－4－10 保健サービスセンター3階

長谷川医院（内・小）
西原病院（外・内）
泉ガーデンデンタルクリニック（歯）
★鈴木医院（内・小）

港区休日歯科応急診療所

８
月
７
日（
日
）

※電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ
� 3212－2323（毎日24時間）
短縮ダイヤル「#7119」

� 5272－0303（毎日24時間）

《港区休日くすり何でもテレホン》 対応時間：午前9時～午後2時

3431－2426

※電話がかかりにくい場合は、� 090－9378－7915 午前9時～午後2時（休日）
《夜間対応当番薬局》 � 090－3690－3102 午後8時～午前8時（毎日）

新橋6－7－2

東京消防庁テレホンサービス

東京都医療機関案内サービス「ひまわり」

紅白薬局8月7日（日）

薬の相談

診療
案内

●成人健康診査（胃・大腸検診）
11月30日（水）まで
区内指定医療機関

○基本検査（身体測定・診察・血圧測定・尿検査・血液検査）のほか、必要により選択検査
○51歳以上の人を対象とする胃検診・大腸検診

46歳以上の区民（昭和35年3月31日までに生まれた人）
※勤務先等で受診できる人はご遠慮ください。

次の人には、個別に通知します。
�節目年齢（50・55・60・65・70・75歳）の人�はがきまたは電話で申し込んだ人�14
年度・15年度・16年度いずれかで成人健康診査を受診した人
はがきまたは電話で受け付けます。はがきで申し込む場合は、「成人健診受診希望」・
氏名（フリガナ）・住所・生年月日・性別・電話番号を書いて、お送りください。
〒108－0073港区三田1－4－10 保健サービスセンター健康推進課健康づくり係
�3455－4928

と き
と こ ろ

内 容

対 象

個 別 通 知

申 し 込 み
問い合わせ

●8月の乳幼児健康診査
対象

平成17年4月生まれの人
平成16年1月生まれの人
平成14年7月生まれの人

○該当者には通知しています。届かない人は、お問い合わせください。
○転入した人、健診がお済みでない人は、ご相談ください。

健康推進課地域保健係（保健サービスセンター）
�3455－4772

健診名
3・4カ月児健康診査
1歳6カ月児健康診査
3歳児健康診査

問い合わせ

都市型 CATV チャンネル5（ファイブ）

�月
港港区区広広報報番番組組ガガイイドド

港区タイム（45分番組）毎日 午前10時～、午後3時～、午後7時～、午後10時～
※「特集番組」00分～、「区政の動き」20分～、「みなと区政案内情報番組」30分～

知られざる世界「芝大神宮」
～千年の鼓動～

平成18年7月に「芝公園多目的運動場」としてリニューア
ルオープンする予定の区立芝プールについて案内します。
港区からのお知らせや区主催の行事、催し物などの日時、
内容等を音楽にあわせて、文字情報で案内します。

特集番組（20分番組）

区政の動き
（10分番組：日本語・英語の音声多重）
みなと区政案内情報番組（文字情報）
（15分番組：後半5分は英語）

※「特集番組」「区政の動き」は、区のホームページ〈みなとチャンネル動画サービス〉
でもご覧になれます。毎月11日に更新します。また、放送月の翌月からビデオテー
プで貸し出します。

やっぱりみなと ぐぐっとGood！（60分番組：月2回更新）
※毎日 午後1時～、午後9時～

暮らしに役立つさまざまな情報をお届けする地域情報番組です。
◎区内で行われたイベントや区役所の行事などを紹介する「みなとクリップ」
◎区民のための健康情コーナー「健康みなと」（ 1日～：夏休み子ども料理自慢

16日～：健康診査全般について）
◎子育てに関する情報番組「子育て情報通」（ 1日～：子育て・家庭支援者養成事業

16日～：両親学級）
◎区内にある坂を歴史的背景等と共に紹介する「坂道 寄り道 まわり道」ほか

番組内容について 港区広報・報道担当 �3578－2036
ミ ナ ト ヨ ク

都市型CATVについて みなとケーブル（�ケーブルテレビジョン東京）�0120－371049

問
い
合
わ
せ

●健康講座「高脂血症」
9月8日（木）午後2時～4時

保健サービスセンター

高脂血症とは血液中のコレステロールや中性
脂肪が高い状態をいいます（区の健康診査で
は男女ともに2人に1人の割合）。高脂血症に
ついて知り、予防対策を身に付けましょう。

虎の門病院 内分泌代謝科 大久保実

区内在住・在勤者

50人（申込順）

電話で、健康推進課健康づくり係へ。
（保健サービスセンター）�3455－4928

と き

と こ ろ

内 容

講 師

対 象

定 員

申し込み

●両親学級
9月9日（金）午後1時15分～4時

保健サービスセンター

○実習「赤ちゃんのお風呂」
「妊婦体験ジャケット」

○講話「育児を楽しむ」～今から始める
育児～

もうすぐパパ・ママになる人
（パパのみ、ママのみでも参加できます。）

25組（申込順）

電話で、健康推進課地域保健係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4772

と き

と こ ろ

内 容

対 象

定 員

申し込み

●栄養講習会「生活習慣病予防の食事」
9月9日（金）午後1時30分～3時30分

生活衛生センター

高脂血症予防の食事

区内在住・在勤者

30人（申込順）

電話で、健康推進課健康づくり係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4928

と き

と こ ろ

内 容

対 象

定 員

申し込み

●精神保健福祉相談
予約制

毎月第1金曜日、第2水曜日、
第3月曜日、第4月曜日

午後2時～4時（面接または訪問）

保健サービスセンター

こころの病気（アルコール依存症を含む）
や認知症の早期発見・早期治療・対応の
仕方などについて、精神科医師が相談に
応じます。
第3月曜日は専門医による思春期相談（ひ
きこもり・不登校・暴力等）を行います。

区内在住・在勤者

電話で、健康推進課地域保健係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4772

と き

と こ ろ

内 容

対 象

申し 込 み
問い合わせ

●婦人科検診
マンモグラフィ検査
12月22日（木）まで

こころとからだの元氣プラザ
（千代田区飯田橋3－6－5
ＪＲ・地下鉄飯田橋駅 徒歩3分）
乳房エックス線撮影（一部負担金
1,000円 ※非課税世帯・生活保護
世帯の人は申請により負担金が免除さ
れます。）
40歳以上偶数年齢に該当し、区の乳
がん検診で異常なしと判定された人
（希望制）
※対象年齢にあてはまる人に、あらか
じめ乳がん検診受診票に申込書（専用
はがき）を同封しお送りします。

乳がん検診受診後、専用はがきに必要
事項を書いて、お送りください。

〒108－0073港区三田1－4－10 保健サービスセンター健康推進課健康づくり係
�3455－4928

乳がん検診
11月30日（水）まで

区内指定医療機関

問診・視診・触診

30歳以上の女性

電話または、はがきに希望検診名・氏名（フリガ
ナ）・住所・生年月日・電話番号を書いて、お送り
ください。

子宮がん検診

問診・視診・細胞診

20歳以上の女性で、
不正性器出血等の自覚
症状のない人

と き

と こ ろ

内 容

対 象

申 し 込 み

申 し 込 み
問い合わせ

●みなと区民検診
9月28日（水）

受付時間 午前9時～10時30分
10月12日（水）

受付時間 午後1時15分～2時30分
健診センター

全受診者：診察、尿検査、胸部Ｘ線撮影、血圧測定、血液検査
一部受診者：心電図、眼底検査

※診断書等の発行はしていません。
30歳以上45歳以下（平成18年3月31日現在の年齢）の区民で、9月に生まれた人

（勤務先等で受診できる人は、ご遠慮ください。）
各日 60人（申込順）

骨粗しょう症検診を併診（みなと区民健診を受診した人で女性のみ）：各結果説明日
電話で、8月1日（月）から健康推進課健康づくり係へ。（保健サービスセンター）

�3455－4928 受付時間 午前9時～午後5時

○みなと区民健診を受診できなかった皆さんへ
9月健診分に空きがある場合、8月11日（木）から、誕生月に受診できなかった5月～8月生まれの人

の申し込みを受け付けますので、お問い合わせください。
また、8月健診分についても空きがある場合がありますので、4月～8月生まれの人は、お問い合わ

せください。

9月14日（水）

9月28日（水）

9月26日（月）

10月17日（月）

保健サービスセンター

9月12日（月）

9月26日（月）

健 診 日

結果説明日

と こ ろ

内 容

対 象

定 員
併診（希望者）
申 し 込 み
問い合わせ

●子育て講演会「子どもの睡眠と生活リズム」
9月6日（火）午前10時～正午

保健サービスセンター
親の夜型生活を受けて、夜遅くまで起きている乳幼児が増えています。夜遅くても朝寝
坊すればいいのでしょうか？ 「子どもの眠り」の特徴と、生活リズムを整える効果に
ついてわかりやすく説明します。

こうやま じゅん

東京北社会保険病院 副院長 神山 潤

区内在住・在勤の保護者および関心のある人

50人（申込順）※保育は20人（申込順）

8月8日（月）から電話で、健康推進課地域保健係へ。（保健サービスセンター）
�3455－4772

と き
と こ ろ

内 容

講 師

対 象

定 員

申 し 込 み

▲笹団子づくりに挑戦
越後での体験活動より（２年夏
季学園）

▲夏季学園・部活合宿にて

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 
白色度70％ 
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